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明和町人権センターで第15回交流祭…関連記事は７ページをご覧ください。
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まちの話題
広報めいわ 12月号

平成23年
(2011年)

11
月
５
・
６
の
両
日
、
第
37
回

町
民
文
化
祭
が
中
央
公
民
館
と
総

合
体
育
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

総
合
体
育
館
で
は
、
絵
画
や
写

真
、
美
術
工
芸
、
被
服
、
菊
、
盆

栽
な
ど
町
民
の
皆
さ
ん
の
作
品
展

示
を
は
じ
め
、
抹
茶
コ
ー
ナ
ー
や

明
和
町
環
境
グ
ル
ー
プ
の
リ
サ
イ

ク
ル
講
習
会
、
学
校
給
食
の
試
食

と
あ
げ
パ
ン
販
売
、
明
和
町
す
ず

し
ろ
会
の
「
消
費
生
活
展
」
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

中
央
公
民
館
で
は
、
小
・
中
学

生
の
作
品
展
示
、
軽
食
コ
ー
ナ
ー

の
ほ
か
、
５
日
に
囲
碁
大
会
、
同

日
夜
に
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
６
日
に

は
芸
能
大
会
も
行
わ
れ
、
両
日
と

も
た
く
さ
ん
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

絵画や写真など町民の皆さんの見事な作品がズラリ。総合体育館の作品展示

中央公民館ホールの小・中学生の作品展示

総合体育館入口では菊の展示

第37回町民文化祭にたくさんの人出
【作品展示や囲碁・芸能大会など】

５日に中央公民館で開催された囲碁大会の様子

こ
の
ほ
ど
明
和
町
大
字
斎
宮
の
株
式
会
社
明
和
プ
ラ
テ
ッ
ク

（
細
渕
真
哉
代
表
取
締
役
、
従
業
員
26
人
）
が
、
三
重
県
の
平
成

23
年
度
「
男
女
が
い
き
い
き
と
働
い
て
い
る
企
業
」
知
事
表
彰
・

選
考
委
員
奨
励
賞
を
受
賞
。
11
月
12
日
に
津
市
の
三
重
県
男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー
・
フ
レ
ン
テ
み
え
で
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

測
量
や
建
設
・
補
償
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
を
行
う
明
和
プ
ラ

テ
ッ
ク
で
は
、
人
材
育
成
基
本
方
針
（
平
成
21
〜
25
年
）
を
策
定

し
、
男
性
女
性
を
問
わ
な
い
人
材
育
成
や
管
理
職
な
ど
へ
の
登
用
、

ま
た
資
格
取
得
奨
励
、
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
や
休
暇

取
得
促
進
な
ど
「
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
」
に
努
め
て
お
り
、

こ
の
た
び
の
受
賞
は
、
そ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
が
県
下
で
評
価

さ
れ
た
も
の
で
す
。

11
月
14
日
、
明
和
プ
ラ
テ
ッ
ク
の
細
渕
代
表
取
締
役
が
町
役
場

を
訪
れ
、
中
井
町
長
に
知
事
表
彰
受
賞
を
報
告
。
細
渕
代
表
取
締

役
は
「
目
標
の
一
つ
が
か
た
ち
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
職
員

の
皆
さ
ん
が
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
の
取
り
組
み
に
努
め

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

斎宮の(株)明和プラテックが

県知事表彰を受賞

11月14日、県知事表彰受賞を町長に報告する細渕代表取締役（写真左）

男女がいきいきと
働いている企業
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ご利用ください　町民バス　１乗車100円（小学生以上） 
※詳しくは、政策課（152・7112）へお問い合わせください。 

町観光協会・大淀祇園祭と
花火大会フォトコン結果

明和町観光協会では、８月６日に開催され

た大淀祇園祭と花火大会のフォトコンテスト

受賞者をこのほど決定し、11月５日の町民文

化祭会場で表彰式を行いました。

県内外から18人・47作品の応募があったコ

ンテストの審査の結果、明和町有爾中・西岡

育生さんの作品「祇園の華」が観光協会長賞

を受賞しました。そのほか、各賞の受賞者は

次の皆さんです。（敬称略、順不同）

▽町長賞 多喜信一（滋賀県彦根市）▽大淀

祭典委員長賞 山本實夫（志摩市）▽特別賞

松本征夫（明

星）、澤田傚

自（津市）、

瀬田　萌（有

爾中）、岩下

元哉（松阪

市 ）、 西 村

洌（大淀）

西岡さんの
作品「祇園
の華」

斎
宮
小
６
年

宮
村
さ
ん

社
明
運
動
作
文
コ
ン
で

県
　
　
　
会
長
賞
を
受
賞

こ
の
ほ
ど
、
斎
宮
小
学
校
６
年

の
宮
村
桃
子
（
竹
川
）
さ
ん
が
、

第
61
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
で
「
三
重
県
更

生
保
護
女
性
連
盟
会
長
賞
」
を
受

賞
。
11
月
14
日
に
町
役
場
で
、
町

長
か
ら
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し

た
。
法
務
省
が
主
唱
す
る
「
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、
犯
罪

や
非
行
の
防
止
と
犯
罪
を
犯
し
た

人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る

い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的

な
運
動
で
す
。

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
県
内
の

小
・
中
学
生
が
９
５
０
４
編
を
応

募
。
「
地
域
の
人
は
み
ん
な
仲
良

し
」
を
テ
ー
マ
に
作
文
を
書
い
た

宮
村
さ
ん
は
、
受
賞
に
あ
た
り

「
祖
母
が
野
菜
を
出
し
て
い
る
さ

い
く
う
市
の
こ
と
や
、
自
分
が
経

験
し
た
こ
と
な
ど
を
書
き
ま
し

た
。
受
賞
は
と
て
も
驚
い
て
い
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
宮
村

さ
ん
、
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

表彰状を手にする宮村さん

旭
日
双
光
章
（
地
方
自
治
功
労
）

乾
　
良
市
さ
ん
（
明
星
）

昭
和
37
年
、
28
歳
で
明
和
町
議

会
議
員
に
初
当
選
以
来
、
平
成
22

年
の
退
任
ま
で
10
期
通
算
38
年
に

わ
た
り
、
町
議
会
議
員
と
し
て
地

方
自
治
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
間
に
議
長
な
ど
要
職
を

歴
任
し
、
福
祉
の
向
上
や
環
境
保

全
、
産
業
振
興
、
教
育
な
ど
地
方

自
治
の
多
方
面
で
多
大
な
功
績
を

残
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
多
年

に
わ
た
り
、
明
和
町
青
少
年
育
成

町
民
の
会
初
代
会
長
を
は
じ
め
、

明
星
土
地
改
良
区
副
理
事
長
や
明

和
土
地
改
良
区
監
事
な
ど
も
歴

任
。
青
少
年
健
全
育
成
や
産
業
振

興
な
ど
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

受
章
に
あ
た
り
乾
さ
ん
は
「
身

に
余
る
光
栄
に
と
て
も
感
激
し
て

い
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
指

導
・
ご
支
援
の
た
ま
も
の
と
深
く

感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

瑞
宝
単
光
章
（
消
防
功
労
）

西
山
祝
雄
さ
ん
（
明
星
）

昭
和
49
年
に
明
和
町
消
防
団
に

入
団
以
来
、
30
年
間
に
わ
た
り
地

域
住
民
の
皆
さ
ん
の
生
命
と
財
産

を
守
る
消
防
団
活
動
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。
平
成
２
年
か
ら
副
分
団

長
、
平
成
４
年
か
ら
分
団
長
、
平

成
12
年
か
ら
副
団
長
、
そ
し

て
平
成
14
年
４
月
か
ら
平
成

16
年
３
月
の
退
団
ま
で
は
団

長
を
歴
任
。
使
命
達
成
の
た

め
に
団
員
の
「
和
」
を
重
視

し
、
消
防
技
能
習
得
や
熟
達

に
努
め
、
消
防
団
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

受
章
に
あ
た
り
西
山
さ
ん
は

「
町
民
の
生
命
、
身
体
、
財
産
を

守
る
た
め
、
が
む
し
ゃ
ら
に
活
動

し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
た
び
の
受

章
は
、
多
く
の
先
輩
や
同
僚
の
皆

さ
ん
の
ご
指
導
・
ご
支
援
の
お
か

げ
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

消
防
団
活
動
を
理
解
し
応
援
し
て

く
れ
た
家
族
に
も
、
深
く
感
謝
し

て
い
ま
す
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

長
年
に
わ
た
り
国
家
や
公
共
な
ど
に
功
績
が
あ
っ
た
人
に
授
与

さ
れ
る
「
秋
の
叙
勲
」
で
、
こ
の
ほ
ど
、
明
和
町
内
か
ら
次
の
お

二
人
が
各
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
受
章
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

秋の叙勲

乾
さ
ん
に

旭
日
双
光
章(

地
方
自
治
功
労)

西
山
さ
ん
に

瑞
宝
単
光
章(

消
防
功
労)

受章の喜びを話す西山さん

笑顔いっぱいの乾さん

まちの話題
広報めいわ 12月号

平成23年
(2011年)

更
生
保
護

女
性
連
盟
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陸
上
１
０
０
ｍ
全
国
準
優
勝

上
御
糸
小
の

加
藤
さ
ん(

前
野)

10
月
17
日
、
上
御
糸
小
学
校
５

年
の
加
藤
望
玖
さ
ん
（
前
野
）
が

町
役
場
を
訪
れ
、
陸
上
競
技
全
国

大
会
準
優
勝
を
中
井
町
長
に
報
告

フ
ッ
ト
サ
ル
全
国
準
優
勝

明
和
Ｆ
Ｃ
出
身
の

池
山
さ
ん(

有
爾
中)

10
月
16
日
、
有
爾
中
の
池
山
隼

也
さ
ん
が
町
役
場
を
訪
れ
、
フ
ッ

ト
サ
ル
全
国
大
会
チ
ー
ム
準
優
勝

を
中
井
町
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

フ
ッ
ト
サ
ル
は
、
５
対
５
で
プ

レ
ー
す
る
サ
ッ
カ
ー
に
似
た
ス
ポ

ー
ツ
。
池
山
さ
ん
は
、
９
月
30
日

〜
10
月
２
日
に
山
梨
県
甲
府
市
で

開
催
さ
れ
た
「
第
27
回
全
国
選
抜

フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
」
に
三
重
県
選

抜
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
出

場
し
、
見
事
準
優
勝
を
果
た
し
ま

し
た
。

池
山
さ
ん
が
フ
ッ
ト
サ
ル
を
始

全
国
大
会
上
位
入
賞
報
告
続
々

め
た
の
は
、
小
学
６
年
生
の
と
き
。

当
時
発
足
し
た
少
年
サ
ッ
カ
ー
チ

ー
ム
の
明
和
Ｆ
Ｃ
に
入
団
し
、
サ

ッ
カ
ー
と
併
せ
て
フ
ッ
ト
サ
ル
の

練
習
に
励
み
ま
し
た
。
中
学
校
・

高
校
と
競
技
を
続
け
、
社
会
人
と

な
っ
た
後
は
フ
ッ
ト
サ
ル
に
専

念
。
現
在
は
、
東
海
２
部
リ
ー
グ

の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
「
フ
ォ
ー
ス
・

フ
ッ
ト
サ
ル
・
イ
セ
」
に
所
属
し
、

週
２
〜
３
回
の
夜
間
練
習
を
は
じ

め
、
年
間
を
通
じ
て
の
リ
ー
グ
戦

や
４
年
連
続
で
選
抜
入
り
し
た
県

チ
ー
ム
で
、
幅
の
広
い
活
躍
を
み

せ
て
い
ま
す
。

池
山
さ
ん
は
「
来
年
も
選
抜
入

り
し
、
ぜ
ひ
全
国
優
勝
を
目
指
し

た
い
。
今
後
も
競
技
を
続
け
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
将
来
的
に
は
子

ど
も
た
ち
の
育
成
に
も
力
を
注
ぎ

た
い
」
と
、
力
強
く
話
し
て
い
ま

し
た
。

し
ま
し
た
。

加
藤
さ
ん
は
、
８
月
26
・
27
日

に
神
奈
川
県
横
浜
市
で
開
催
さ
れ

た
「
第
27
回
全
国
小
学
生
陸
上
競

技
交
流
大
会
・
女
子
５
年
１
０
０

ｍ
」
に
三
重
県
代
表
選
手
と
し
て

出
場
し
、
見
事
準
優
勝
を
果
た
し

ま
し
た
。

加
藤
さ
ん
が
陸
上
競
技
を
始
め

た
の
は
２
年
前
。
伊
勢
市
の
南
勢

陸
上
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
、
週
１
回

の
ク
ラ
ブ
練
習
を
は
じ
め
、
日
ご

ろ
は
自
宅
で
の
縄
跳
び
や
足
上
げ

な
ど
、
主
に
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

に
努
め
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
は
、

７
月
に
伊
勢
市
で
開
催
さ
れ
た
県

予
選
で
優
勝
し
全
国
大
会
に
出

場
。
全
国
大
会
決
勝
で
は
、
１
位

の
選
手
に
僅
か
０
・
０
７
秒
差
で

敗
れ
、
惜
し
く
も
優
勝
を
逃
し
ま

し
た
。

小
学
校
４
年
女
子
60
ｍ
の
三
重

県
記
録
保
持
者
で
も
あ
る
加
藤
さ

ん
は
「
自
分
が
高
校
３
年
生
に
な

っ
た
と
き
、
三
重
県
で
の
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
後
も
陸
上
競
技
を
続
け
、

記
録
の
更
新
は
も
ち
ろ
ん
、
三
重

県
開
催
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
と

上
位
入
賞
を
果
た
し
た
い
」
と
、

今
後
の
抱
負
を
話
し
て
い
ま
し

た
。レ

ス
リ
ン
グ
全
国
３
位

伊
勢
工
高
の

成
川
さ
ん(

竹
川)

11
月
２
日
、
伊
勢
工
業
高
等
学

校
３
年
の
成
川
堅
也
さ
ん
（
竹
川
）

が
町
役
場
を
訪
れ
、
レ
ス
リ
ン
グ

競
技
全
国
大
会
３
位
入
賞
を
中
井

町
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

成
川
さ
ん
は
、
10
月
２
〜
５
日

に
山
口
県
周
南
市
で
開
催
さ
れ
た

「
第
66
回
国
民
体
育
大
会
・
レ
ス

リ
ン
グ
競
技
少
年
男
子
フ
リ
ー
ス

タ
イ
ル
１
２
０
kg
級
」
に
三
重
県

代
表
選
手
と
し
て
出
場
し
、
見
事

３
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

成
川
さ
ん
が
レ
ス
リ
ン
グ
競
技

を
始
め
た
の
は
高
校
入
学
後
。
部

監
督
の
勧
め
で
レ
ス
リ
ン
グ
部
に

入
部
し
、
部
で
の
練
習
は
も
ち
ろ

ん
県
の
強
化
合
宿
な
ど
に
参
加
し

レ
ス
リ
ン
グ
の
練
習
に
励
み
ま
し

た
。
日
々
の
練
習
の
成
果
も
あ
っ

て
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
は
高
校
３

年
間
を
通
し
て
出
場
。
部
の
主
将

も
務
め
る
か
た
わ
ら
、
今
夏
の
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
で
は
全
国
ベ
ス
ト
16

入
り
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

町
長
か
ら
「
全
国
大
会
３
位
入

賞
お
め
で
と
う
」
と
賞
賛
の
言
葉

を
受
け
、
成
川
さ
ん
は
「
こ
れ
ま

で
の
試
合
を
反
省
し
、
今
回
は

『
攻
め
』
の
ス
タ
イ
ル
で
試
合
に

臨
み
ま
し
た
。
目
標
は
優
勝
で
し

た
が
、
全
国
大
会
で
の
初
め
て
の

表
彰
台
は
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。
高
校
卒
業
後
は
社
会
人
と

な
り
ま
す
が
、
と
き
に
は
高
校
を

訪
れ
後
輩
た
ち
の
指
導
に
あ
た
り

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

全
国
大
会
で
の
様
子
を
報
告
す
る
池
山

さ
ん

喜
び
の
笑
顔
の
加
藤
さ
ん
（
写
真
中
）

国
体
で
の
活
躍
を
報
告
す
る
成
川
さ
ん

（
写
真
右
）

まちの話題
広報めいわ 12月号

平成23年
(2011年)
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ご利用ください　町民バス　１乗車100円（小学生以上） 
※詳しくは、政策課（152・7112）へお問い合わせください。 

【事業所の皆さん ご協力ありがとうございました 明和いきいき体験】
明和中学校の２年生生徒たちが各種事業所で職業の体験をする「明和いきいき体験（10月12日(水)～16日(日)」で、

お世話になった事業所は次のとおりです。ご協力いただきました事業所の皆さん、ありがとうございました。

明和町教育委員会

■平成23年度「明和いきいき体験」協力事業所一覧（順不同、町立小学校・幼稚園・保育所を除く） 伊勢広域環境

組合、中日新聞明和専売所川井新聞店、明和町体育協会、松阪地区広域消防組合明和消防署、いつきのみや歴史体験

館、郵便局 明和、シゲルカットクラブ明和店、斎宮歴史博物館、１０９シネマズ明和、(株)生活サポート、(有)沢田食

品、(有)ナカセ、松幸農産 とりみそ家、松幸農産 しあわせ家、松ぼっくり・つり天国、焼肉おどり場、(株)トモ 明和

中学校事業所、(株)トモ 済生会明和病院事業所、明和太陽の家、ＮＰＯ法人さくら、グループホーム ゆう、ＳＫＹデ

イサービスセンター、グループホーム桜木さん 明和、済生会明和病院、済生会介護老人福祉施設明和苑、有料老人ホ

ーム煌（かがやき）、辻友デイサービスセンター アイライフ、介護老人保健

施設第二嘉祥苑「アコラス」、明和町社会福祉協議会（明和の里・ありんこ）、

三重ブラザー精機(株)、(株)坂谷自動車工業明和工場、大森鉄筋工業(有)、松

阪興産(株)明和工場、(株)山中化成、(株)ライジング明和工場、(有)スカイル、

(有)ドーモ、マックスバリュー金剛坂店、(株)アグリコ中部しんしん明和店、

ファミリーマート明和店、サークルＫ明和大淀店、ミセススマート大淀店、

イオンリテール(株)イオン明和店、(株)カインズ カインズホーム明和店、Ｊ

Ａ多気郡スマイル、ＪＡ多気郡明和給油所、花彦、花アトリエエスプリ、

(株)ぎゅーとらラブリー明和店、ケーズデンキ明和店、明和町ふるさと会館写真は、ふるさと会館でのいきいき体験の様子

全国大会等出場者の結果報告（明和町教育委員会）
９～10月に明和町長の激励を受けて、全国高等学校総

合体育大会（インターハイ）や全国中学校体育大会等で

健闘された皆さんの結果を報告します。（順不同、敬称略）

▽小笠原薫（斎宮）・北地弘人（同）・中井睦裕

（同）＝第８回文部科学大臣杯小・中学校囲碁団体戦全国

大会（団体）…予選敗退、▽西井康二（竹川）＝第42回

日本少年野球選手権大会…ベスト８、第５回全日本中学

野球選手権大会ジャイアンツカップ…１回戦敗退、▽中

西理緒（金剛坂）＝平成23年度全国高等学校総合体育大

会バドミントン競技大会（ダブルス）…２回戦敗退、同

（団体）…１回戦敗退、▽濱口絵理佳（中村）＝平成23年

度全国高等学校総合体育大会バドミントン競技大会（団

体）…１回戦敗退、▽副田幸暉（竹川）＝第７回グラス

ホパー全国ジュニアテニスin佐賀大会（シングルス）…１

回戦敗退、▽乾　颯人（明星）＝平成23年度全国中学校

体育大会第38回全日本中学校陸上競技選手権大会（110

ｍＨ）…準決勝敗退、▽南出千尋（前野）＝平成23年度

全国中学校体育大会第42回全国中学校柔道大会（96kg超

級…１回戦敗退、▽宮村桃子（竹川）＝第27回全国小学

生陸上競技交流大会（100ｍ）…準決勝敗退、▽成川堅也

（竹川）＝第66回国民体育大会レスリング競技（フリー

120kg級）…３位、▽中西真悠（佐田）＝第66回国民体

育大会ソフトボール競技…１回戦敗退

10
月
20
日
、
第
19
回
全
国
身
体
障
害
者
野
球

大
会
（
11
月
５
・
６
日
、
兵
庫
県
豊
岡
市
）
へ

の
出
場
を
決
め
た
山
大
淀
・
伊
勢
工
業
高
等
学

校
１
年
の
加
藤
丈
一
朗
さ
ん
が
町
役
場
を
訪
れ
、

中
井
町
長
か
ら
激
励
を
受
け
ま
し
た
。

生
ま
れ
つ
き
両
足
の
機
能
障
害
を
も
つ
加
藤

さ
ん
は
、
小
・
中
学
生
の
と
き
に
児
童
の
軟
式

野
球
チ
ー
ム
「
業
平
マ
リ
ナ
ー
ズ
」
や
中
学
校

の
軟
式
野
球
部
に
所
属
し
、
小
学
生
当
時
の
手

術
や
両
足
の
ハ
ン
デ
を
も
の
と
も
せ
ず
、
大
好

き
な
野
球
の
練
習
に
励
み
ま
し
た
。
高
校
進
学

後
に
愛
知
県
名
古
屋
市
の
身
体
障
害
者
軟
式
野

球
チ
ー
ム
「
名
古
屋
ビ
ク
ト
リ
ー
」
に
所
属
。

９
月
の
東
海
大
会
で
優
勝
し
、
今
回
の
全
国
大

会
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

町
長
か
ら
の
激
励
を
受
け
、
加
藤
さ
ん
は

「
足
は
不
自
由
で
す
が
、
手
は
自
由
に
動
き
ま
す
。

試
合
で
は
、
送
球
や
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
で
逆
に
手

が
不
自
由
な
チ
ー
ム
メ
イ
ト
を
助
け
た
い
」
と

力
強
く
話
し
て
い
ま
し
た
。

身
体
障
害
者
野
球
で

全
国
大
会
出
場

【
山
大
淀
の
加
藤
さ
ん
】

全国大会での健闘を町長に誓う加藤さ
ん（写真右）

まちの話題
広報めいわ 12月号

平成23年
(2011年)
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10
月
23
日
「
平
成
23
年
度
明
和
町
総
合
防
災
訓
練
」
が
、
斎
宮
地
区

で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
、
近
い
将
来
に
発
生
す
る
と
さ
れ
て
い
る
大
規
模
地
震

に
備
え
、
避
難
訓
練
な
ど
各
種
訓
練
の
実
施
に
よ
っ
て
、
災
害
発
生
時

に
お
け
る
迅
速
か
つ
効
果
的
な
対
応
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の

で
す
。

こ
の
日
は
、
前
日
ま
で
の
雨
に
よ
る
斎
宮
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
か
ら
、
訓
練
を
大
幅
に
縮
小
し
た
内
容
と
な
り
ま
し
た
が
、

斎
宮
地
区
の
皆
さ
ん
や
町
消
防
団
・
町
職
員
な
ど
約
１
６
０
０
人
が
参

加
し
、
避
難
・
安
否
確
認
訓
練
、
情
報
伝
達
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
日
は
、
大
淀
・
下
御
糸
・
明
星
地
区
で
も
た
く
さ
ん
の
地

域
の
皆
さ
ん
や
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
、
自
主
的
な
避
難
・
安
否
確
認

訓
練
、
炊
き
出
し
訓
練
な
ど
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

避
難
・
安
否
確
認
訓
練
や
情
報
伝
達
訓
練

斎
宮
地
区
で
明
和
町
総
合
防
災
訓
練

【
大
淀
・
下
御
糸
・
明
星
地
区
で
も
自
主
訓
練
を
実
施
】

明 和 町 消 防 団 の 秋 季 訓 練
【小型ポンプ操法大会では 第３分団が優勝】

明和町消防団（藪谷一雄団長）では、11月13日に明和消防署で「秋

季訓練」を実施しました。消防団員150人が参加した訓練では、通常

点検に続いて町内５分団対抗の「小型ポンプ操法大会」を行いました。

小型ポンプ操法大会は、消防団員の初期消火技術習得と「迅速・確

実・安全」な行

動のために、ポ

ンプ操法の敏しょう性、確実な動作、安全性、チームワークや

所要時間などを競うものです。各分団から選抜された指揮者以

下５人が１組となって、ホース３本の延長や小型動力消防ポン

プを使った放水を行いました。

小型ポンプ操法大会の成績は次のとおりです。消防団・関係

者の皆さん、訓練お疲れさまでした。

■小型ポンプ操法大会成績 優勝＝第３分団（大淀地区）、準優

勝＝第２分団（斎宮地区） 小型ポンプ操法大会

秋季訓練の様子

まちの話題
広報めいわ 12月号

平成23年
(2011年)

大
淀
地
区
の
炊
き
出
し
訓
練

斎
宮
竹
川
地
区
の
皆
さ
ん
が
公
民
館
に
集
合安否確認結果を情報伝達総合グラウンドへ避難する大淀地区の皆さん

斎
宮
地
区
の
避
難
訓
練
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ご利用ください　町民バス　１乗車100円（小学生以上） 
※詳しくは、政策課（152・7112）へお問い合わせください。 

フ ィ ジ ー 国 際 協 力 派 遣 の 出 発 報 告
【松阪広域消防の救急救命士・岡山さんと森本さん】

10月31日、松阪地区広域消防組合の救急救命士・岡山雅史さんと森本裕介さんが明和町役場を訪れ、オセアニアの

島国・フィジー共和国への国際協力派遣出発を中井町長に報告しました。

この職員派遣は、ＪＩＣＡ（国際協力機構）の地域提案

型草の根技術協力事業の一環で、消防組合が平成18年度

以降継続的に実施し、消防や救命の技術、水難救助訓練な

ど消防・防災技術を指導。このたび、岡山さんと森本さん

は11月13日から12月16日まで約１カ月間、資器材を使用

した負傷者搬送方法をはじめ、応急手当訓練や教育マニュ

アル作成の現地指導を予定しています。

町長から「日本とは環境や慣習が違うと思います。特に

健康には気を付けてください」と激励を受け、岡山さんと

森本さんは「救急車が導入されたばかりという現地では、

特に搬送基礎技術の指導徹底にあたりたいと思います」と

力強く応えていました。町長に出発報告をする岡山さん(写真左)と森本さん(写真中)

回
収
い
た
だ
い
た
空
き
缶
類
の
収
集
の
様
子

つ
ど
い
交
流
会
や
各
種
体
験
教
室

【
人
権
セ
ン
タ
ー
で
第
15
回
交
流
祭
】

10
月
30
日
、
人
権
セ
ン
タ
ー
で

「
第
15
回
交
流
祭
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

交
流
祭
は
、
社
会
福
祉
の
向
上

や
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
の
解
決

の
た
め
の
拠
点
施
設
・
人
権
セ
ン

タ
ー
で
、
地
域
の
交
流
を
目
的
に

毎
年
こ
の
時
期
に
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

交
流
祭
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
で
は
、
ビ
ッ
グ
ス
マ
イ
ル

勝
教
の
子
ど
も
た
ち
の
太
鼓
演

奏
、
太
極
拳
の
演
技
な
ど
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
小
・
中

学
生
た
ち
の
「
つ
ど
い
交
流
会
」

を
は
じ
め
、
リ
サ
イ
ク
ル
工
作
・

デ
ィ
キ
ャ
ル
ク
ラ
フ
ト
・
食
品
サ

ン
プ
ル
・
シ
ュ
ガ
ー
ク
ラ
フ
ト
・

焼
杉
の
各
体
験
教
室
、
昼
食
販
売
、

手
作
り
教
室
の
作
品
展
示
や
ケ
ア

ホ
ー
ム
を
つ
く
る
会
の
バ
ザ
ー
と

め
い
姫
ク
ッ
キ
ー
試
食
な
ど
の
催

し
が
行
わ
れ
、
終
日
た
く
さ
ん
の

参
加
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

体験教室の様子

まちの話題
広報めいわ 12月号

平成23年
(2011年)

「
わ
た
し
た
ち
の
町
を
、
空
き
缶
な
ど
の
な
い
き
れ
い
な

町
に
」
と
11
月
13
日
、
空
き
缶
ゼ
ロ
運
動
が
町
内
一
斉
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
運
動
は
、
各
自
治
会
や
町
民
の
皆
さ
ん
に
参
加
・

協
力
い
た
だ
き
、「
環
境
美
化
行
動
の
日
」
と
し
て
毎
年
こ
の

時
期
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
こ
の
日
は
早
朝
か
ら
約
３

０
０
０
人
が
参
加
。
道
端
や
水
路
に
捨
て
ら
れ
た
空
き
缶
や

ビ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
を
回
収
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
に
回
収
い
た
だ
い
た
缶
・
ビ
ン
類
は
、
総
重
量
で

約
１
７
６
０
キ
ロ
に

も
な
り
ま
し
た
。
参

加
・
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
皆
さ
ん
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
日
ご
ろ
か
ら
、

空
き
缶
な
ど
の
な
い

き
れ
い
な
町
に
な
る

と
い
い
で
す
ね
。

【
環
境
美
化
行
動
の
日
】

空
き
缶
ゼ
ロ
運
動
に
３
０
０
０
人

皆
さ
ん

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

皆さん、ご協力ありがとうございました
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税
を
考
え
る
週
間

広
報
パ
レ
ー
ド
が
来
庁

11
月
７
日
、
「
税
を
考
え
る
週

間
」
広
報
パ
レ
ー
ド
の
一
行
が
明

和
町
を
訪
れ
、
期
間
中
に
開
催
さ

れ
る
行
事
へ
の
参
加
や
協
力
な
ど

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

「
税
を
考
え
る
週
間
（
毎
年
11

月
11
日
〜
17
日
）
」
は
、
税
の
意

義
や
役
割
な
ど
に
つ
い
て
国
民
の

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
い
っ
そ
う

ご
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
こ
う
と

国
税
庁
な
ど
が
定
め
て
い
る
も
の

で
、
そ
の
期
間
中
に
は
税
金
展

（
松
阪
税
務
署
管
内
の
各
種
団
体

や
事
業
所
な
ど
で
構
成
す
る
松
阪

税
務
連
絡
協
議
会
主
催
）
な
ど
、

各
種
行
事
や
啓
発
活
動
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

平成 2 3 年 第３回
明和町議会 臨時会
平成23年第３回明和町議会臨

時会が11月９日に行われまし

た。可決された議案は次のとお

りです。

■平成23年度一般会計補正予算

（10月４日専決）…歳入（繰

越金）と歳出（農林水産事業

費・下御糸漁港緊急点検調査

業務委託料）をそれぞれ126

万円増額

■平成23年度農業集落排水事業

特別会計補正予算…歳入（町

債）と歳出（事業費・管路建

設工事費ほか）をそれぞれ２

億8,000万円減額

こ
の
日
は
、
松
阪
税
務
連
絡
協

議
会
・
松
阪
間
税
会
の
皆
さ
ん
が

来
庁
。
一
行
を
代
表
し
て
、
0
大

松
自
動
車
（
大
台
町
）
の
大
松
正

樹
さ
ん
か
ら
中
井
町
長
に
「
松
阪

税
務
署
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
が
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。

税
務
署
長
と
町
長
が

連
携
と
推
進
を
確
認

11
月
14
日
、
松
阪
税
務
署
の

村
文
男
署
長
が
町
役
場
を
訪
れ
、

中
井
町
長
と
税
務
行
政
の
国
と
地

方
の
連
携
や
推
進
な
ど
に
つ
い

て
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

意
見
交
換
で
は
、
租
税
教
育
が

果
た
す
役
割
、
電
子
申
告
（
e
│

T
a
x
、
e
L
T
A
X
）
の
利
用

促
進
に
よ
る
行
政
運
営
の
効
率
化

な
ど
に
つ
い
て
相
互
の
立
場
で
意

見
を
交
わ
し
、
税
務
署
と
町
の
税

務
行
政
の
連
携
を
い
っ
そ
う
推
し

進
め
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。

町
長
に
税
務
署
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
手
渡
す

パ
レ
ー
ド
一
行
の
皆
さ
ん
（
写
真
左
）

意見交換の様子

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
の
収
益
金
を
町
へ
寄
託

【
中
井
さ
ん
・
ア
ル
ク
ラ
さ
ん
】

東
日
本
大
震
災
支
援
い
つ
き
の

み
や
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

（
10
月
29
日
、
い
つ
き
の
み
や
歴 コンサートの様子

史
体
験
館
）
を
開
催
し
た
中
井
智

弥
さ
ん
と
エ
ヴ
ァ
・
ア
ル
ク
ラ
さ

ん
か
ら
、
こ
の
ほ
ど
同
コ
ン
サ
ー

ト
の
収
益
金
５
万
３
４
７
５
円
が

明
和
町
へ
寄
託
さ
れ
ま
し
た
。

11
月
11
日
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
宮
城

県
多
賀
城
市
の
菊
地
健
次
郎
市
長
が
町
役
場
を
訪

れ
、
明
和
町
か
ら
同
市
へ
の
物
資
搬
送
や
支
援
職

員
派
遣
な
ど
の
謝
意
を
中
井
町
長
に
伝
え
ま
し
た
。

多
賀
城
市
と
明
和
町
は
、
と
も
に
「
全
国
史
跡
整
備
市
町
村
協

議
会
」
に
加
入
し
、
日
ご
ろ
か
ら
相
互
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

こ
の
日
、
三
重
県
庁
に
続
い
て
明
和
町
を
訪
れ
た
菊
地
市
長
は

「
こ
の
た
び
の
大
震
災
以
降
、
明
和
町
を
は
じ
め
各
地
か
ら
多
大

な
支
援
を
受
け
て
復
興
に
ま
い
進
し
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
」
と
あ
い
さ
つ
。
中
井
町
長
を
は
じ
め
、
町
議
会
の

伊
豆
副
議
長
、
こ
れ
ま
で
に
町
か
ら
多
賀
城
市
へ
派
遣
し
た
職
員

な
ど
と
会
談
し
ま
し
た
。

３
月
11
日
の
震
災
発
生
以
降
、
明
和
町
か
ら
多
賀
城
市
へ
、
ア

ル
フ
ァ
米
や
簡
易
ト
イ
レ
、
毛
布
、
紙
お
む
つ
な
ど
備
蓄
物
資
搬

送
（
３
月
16
日
）
を
は
じ
め
、
文
化
財
事
務
や
避
難
所
運
営
支
援

等
の
た
め
、
延
べ
７
人
の
町
職
員
派
遣
（
５
月
〜
８
月
）
を
行
っ

て
い
ま
す
。

中
井
町
長
に
謝
意
を
伝
え
る
多
賀
城
市
の
菊
地
市
長

（
写
真
左
）

くらし
広報めいわ 12月号

平成23年
(2011年)

多
賀
城
市
の
菊
地
市
長
が
来
町

一
連
の
支
援
協
力
に
謝
意

物
資
搬
送
や

職
員
派
遣
な
ど

寄
託
さ
れ
た
支
援
金
は
、
日
本

赤
十
字
社
を
通
じ
て
被
災
地
の
皆

さ
ん
へ
お
届
け
し
ま
す
。
中
井
さ

ん
、
ア
ル
ク
ラ
さ
ん
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
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ご利用ください　町民バス　１乗車100円（小学生以上） 
※詳しくは、政策課（152・7112）へお問い合わせください。 くらし

広報めいわ 12月号
平成23年
(2011年)

松阪市・明和町・多気町・大台町が協力し

定住自立圏構想「中心市宣言」
定住自立圏構想とは、中心的な役割を担う都市である

「中心市」と「周辺市町村」によって形成された圏域の中

で、それぞれが密接に連携することで、地域の魅力の向

上を図るとともに、誰もが安心で快適に生活できる地域

づくりを目指すための新しい制度です。国が定める「定

住自立圏構想推進要綱」に基づき、中心市の要件を満た

す市が圏域全体の生活機能の確保に関して中心市的な役

割を担う意思を有することなどを明らかにするため、必

要事項を記載した「中心市宣言書」を作成し公表するこ

ととなっています。

10月11日、多気郡管内を含む松阪圏域の中心市となる

松阪市では、明和町、多気町、大台町と連携・協力して、

地域の生活機能の強化や魅力ある地域づくりを進めるた

めに、中心的な役割を担うことを宣言する「中心市宣言」

を行いました。

松阪市の中心市宣言(抜粋)
松阪市は、中南勢地域の中心都市としての自覚を持ち、

特に結びつきの強い多気郡３町と形成する定住自立圏の

中で中心市としての役割を担い、周辺町とこれまで以上

に連携、協力して魅力ある地域づくりを進めることで、

地域の活力を高め、住民すべてが幸せを実感できる地域

にしていくことを目指して、全力で取り組んでいきます。

定住自立圏構想は、市町村合併や従来の広域連合とは

異なり、中心市と周辺町ごとに「１対１」で締結する協

定に基づいて連携を図ります。今後、明和町では松阪市

との協定締結や、具体的な取り組みを示す「定住自立圏

共生ビジョン」の策定を進めていきます。

※定住自立圏構想について、詳しくは定住自立圏構想ホ

ームページ（\http://www.town.meiwa.mie.jp/romantic/

guide/plan/teijyu/index.html）をご覧いただくか、明和町

政策課（152・7112）へお問い合わせください。

明
和
町
農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
の
担
い
手
へ

利
用
集
積
・
流
動
化
の
促
進
・
遊
休
農
地
の
解
消

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
次
の
よ
う
な
人
は
、
町
農
業
委
員
会

ま
た
は
農
業
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

①
現
在
耕
作
せ
ず
、
遊
休
化
し
て
い
る
農
地
を
持

っ
て
い
る
人
、
②
だ
れ
か
に
農
地
を
貸
し
た
い
が

相
手
が
見
つ
か
ら
な
い
人
、
③
だ
れ
か
に
農
作
業

の
委
託
を
依
頼
し
た
い
人
、
④
離
農
す
る
人

農
地
の
貸
し
借
り
の
申
出
書
（
農
業
経
営
基
盤

強
化
促
進
事
業
利
用
権
設
定
申
出
書
）
の
提
出
締

め
切
り
日
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

■
３
月
末
公
告
分

平
成
24
年
１
月
31
日
7
ま
で

※
農
地
に
関
し
て
、
詳
し
く
は
明
和
町
農
業
委
員

会
事
務
局
（
H
52
・
７
１
４
９
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
農
地
の
利
用
集
積
と
流
動
化
促
進
】

農
地
の
貸
し
借
り
な
ど
ご
相
談
を

貸
し
借
り
の
申
出
書
は

１
月
31
日
ま
で
に

農業委員会

明和都市計画下水道決定案縦覧のお知らせ
明和町では「明和都市計画下水道（明和町公共下水道

の排水区域）」の決定に関する案の縦覧を次のとおり行い

ます。

■縦覧期間 12月12日(月)～12月26日(月) 午前８時30

分～午後５時15分（土曜日と祝日を除く） ■縦覧場所

明和町政策課　■意見提出 縦覧期間中、決定案に対す

る意見を明和町長へ提出することができます。

※縦覧期間中は、明和町ホームページ（\http://www.

town.meiwa.mie.jp/）でも決定案を閲覧することができ

ます。決定案縦覧や意見提出について、詳しくは政策課

（152・7112）へお問い合わせください。

12
月
の
日
曜(

窓
口)

開
庁
予
定
日
の
お
知
ら
せ

12
月
の
日
曜
（
窓
口
）
開
庁
予
定
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。
平
日
に

役
場
の
ご
利
用
が
困
難
な
人
は
、
ぜ
ひ
、
日
曜
（
窓
口
）
開
庁
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

■
12
月
の
日
曜
（
窓
口
）
開
庁
予
定
日
時

12
月
４
日
・
11
日
・
18

日
・
25
日(

各
日
曜
日)

、
各
日
と
も

午
前
８
時
30
分
〜
正
午
・
午
後
１
時

〜
５
時
15
分

※
取
扱
事
務
は
「
窓
口
事
務
」
が
中

心
に
な
り
ま
す
。
詳
細
内
容
は
、
事

前
に
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
\h

ttp
:

//w
w
w
.to
w
n
.m
e
iw
a.m
ie
.jp
/

）

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
政
策
課
（
1

52
・
７
１
１
２
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
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年始(平成24年)のごみ収集の開始日
燃やせるごみ

月・木コース
１月５日(木)

火・金コース
１月６日(金)

１月11日(水) １月４日(水) １月10日(火) １月４日(水) １月６日(金)

缶・金属類 ペットボトル 紙・布類
その他プラ
スチック類

粗大ごみ
有料収集

資源ビン・ガ
ラス・陶磁器

年末のごみ収集の最終日
燃やせるごみ

臨時収集
月・木コース
12月29日(木)

火・金コース
12月30日(金)

12月28日(水) 12月21日(水)

12月22日(木)

12月28日(水) 12月30日(金)

12月19日(月)

缶・金属類 ペットボトル 紙・布類
その他プラ
スチック類

粗大ごみ
有料収集

資源ビン・ガ
ラス・陶磁器

※自治会によっ
て異なります。

※12月16日(金)
の正午までに生
活環境課へお申
し込みください。

１月16日(月)

※１月13日(金)
の正午までに生
活環境課へお申
し込みください。

臨時収集

12
月
29
・
30
日
に

年
末
の
ご
み
臨
時
受
け
入
れ

【
伊
勢
広
域
環
境
組
合
清
掃
工
場
】

伊
勢
広
域
環
境
組
合
清
掃
工
場

で
は
、
年
末
に
ご
み
を
直
接
持
ち

込
ん
で
い
た
だ
け
る
「
ご
み
臨
時

受
け
入
れ
」
を
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
。

■
日
時

12
月
29
日
9
・
30
日
:

各
日
と
も
午
前
８
時
30
分
〜
正

午
・
午
後
１
時
〜
４
時
45
分

■
場
所

伊
勢
広
域
環
境
組
合
清

掃
工
場
（
伊
勢
市
西
豊
浜
町
６
５

３
）

■
持
ち
込
め
る
ご
み
の
種
類
　
燃

や
せ
る
ご
み
、
缶
・
金
属
類
、
粗

大
ご
み

※
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象
４
品

目
の
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
、

洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機
、
エ
ア
コ

ン
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。
こ

れ
ら
の
処
理
方
法
に
つ
い
て
、
詳

し
く
は
生
活
環
境
課
（
1
52
・

７
１
１
７
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
料
金

①
燃
や
せ
る
ご
み
＝
有

料
、
②
缶
・
金
属
類
、
粗
大
ご

ごみ収集 年末の最終日・年始開始日のお知らせ

み
＝
60
キ
ロ
以
下
は
無
料

※
年
末
年
始
は
、
毎
年
清
掃
工
場

が
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
で
き

る
限
り
通
常
収
集
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
な
お
、
年
始
は
平
成
24
年

１
月
４
日
8
か
ら
通
常
収
集
業
務

を
開
始
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
生
活
環
境
課
（
1

52
・
７
１
１
７
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

１
月
９
日

成
人
の
日
の
ご
み
収
集

ハ
ッ
ピ
ー
マ
ン
デ
ー
に
あ
た
る

平
成
24
年
１
月
９
日
6
は
成
人
の

日
で
祝
日
で
す
が
、
「
月
・
木
コ

ー
ス
」
の
燃
や
せ
る
ご
み
の
収
集

を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
日
は
伊
勢
広
域
環

境
組
合
清
掃
工
場
へ
の
一
般
持
ち

込
み
も
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
生
活
環
境
課
（
1

52
・
７
１
１
７
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

年
末
の
し
尿
の
く
み
と
り

【
申
し
込
み
12
月
９
日
ま
で
に
】

12
月
の
し
尿
の
く
み
取
り
は
、

一
度
に
集
中
し
ま
す
。
12
月
中
の

く
み
取
り
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、

必
ず
12
月
９
日
:
ま
で
に
、
明
和

ク
リ
ー
ン
㈱
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
明
和
ク
リ
ー
ン
㈱

（
1
52
・
５
５
１
７
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

年
末
年
始
の
ご
み
は
、
通
常
時

期
よ
り
も
大
変
多
く
排
出
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
「
燃
や
せ
る
ご
み
」

を
優
先
的
に
収
集
し
ま
す
。

こ
の
た
め
、
缶
・
金
属
類
、
資

源
ビ
ン
、
ガ
ラ
ス
、
陶
磁
器
は
収

集
で
き
な
い
期
間
が
長
く
な
り
ま

す
が
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

年
末
年
始
の
ご
み
・
資
源
化
物

等
の
収
集
日
程
は
、
右
表
の
と
お

り
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
各
ご
家
庭
に
配
布

し
た
「
ご
み
集
積
所
収
集
カ
レ
ン

ダ
ー
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
生
活
環
境
課
（
1

52
・
７
１
１
７
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

くらし
広報めいわ 12月号

平成23年
(2011年)

【犬を飼っている皆さんへ】

飼 い 主 と し て の
マナーを守りましょう
最近、犬の飼い主のモラル低下による苦情やト

ラブルが増えています。犬を飼うときは、近隣や

周囲の人に迷惑をかけることがないよう、飼い主

として次のルールとマナーを守りましょう。

■犬の生涯に１回の登録と、毎年の狂犬病予防注

射をしてください。違反した場合、狂犬病予防法

によって罰せられる場合があります。

■必要に応じて、不妊・去勢手術を受けましょう。

■散歩中のフンは、必ず持ち帰りましょう。また、

鎖などを外して散歩させたり、放し飼いにするの

はやめましょう。

■ムダ吠えなどの問題行動をしないように、しつ

けをしましょう。

※詳しくは、生活環境課（152・7117）へお問

い合わせください。
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ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
包
装
類
の
分
別
収
集

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
分

別
・
収
集
さ
れ
た
「
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
包
装
類
」
は
、
明
和
町

な
ど
広
域
の
市
町
で
構
成
す
る
伊

勢
広
域
環
境
組
合
か
ら
、
容
器
包

装
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
を
通
じ
て
、

文
房
具
や
日
用
雑
貨
等
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
品
に
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
容
器
リ
サ
イ
ク
ル
法

の
改
正
に
伴

い
、
リ
サ
イ
ク

ル
を
促
進
す
る

た
め
に
質
の
高

い
分
別
収
集
を

行
っ
た
市
町
や
広
域
組
合
等
に
対

し
て
「
再
商
品
化
合
理
化
拠
出
金
」

が
支
払
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
制
度
に
よ
っ
て
、
伊
勢

広
域
環
境
組
合
で
は
平
成
22
年
度

分
と
し
て
約
２
２
０
４
万
円
の
拠

出
金
を
受
給
で
き
ま
し
た
（
こ
の

拠
出
金
は
、
毎
年
す
べ
て
の
市
町

や
広
域
組
合
が
受
給
で
き
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

今
後
と
も
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
包
装
類
を
は
じ
め
、
ご
み
の

分
別
に
は
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◇
　
　
　
　
　
◇

※
ご
み
の
分
別
等
に
つ
い
て
、
詳

し
く
は
生
活
環
境
課
（
1
52
・
７

１
１
７
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

くらし
広報めいわ 12月号

平成23年
(2011年)

ご利用ください　町民バス　１乗車100円（小学生以上） 
※詳しくは、政策課（152・7112）へお問い合わせください。 

未就園児と保護者の皆さん ご利用ください

明和町子育て支援センター

【 い ち ご ク ラ ブ 】
明和町子育て支援センター・いちごクラブ

は、保育所や幼稚園に未就園の子どもとその保

護者の皆さんにご参加いただき、各種行事など

を通じて一緒にお話ししたり、楽しく遊んだり、

また子育てなどの情報交換ができる場です。

いちごクラブでは、各種行事を次のとおり行

います。皆さん、どうぞお気軽にご参加くださ

い。

◎リトミックを楽しもう ■日時 12月６日

(火) 午前10時～11時、■定員と申し込み 定

員20人、参加希望する人は電話で申し込み

◎寄せ植えをしよう ■日時 12月７日(水)

午前10時～11時、■定員と申し込み等 定員

20人、参加希望する人は電話で申し込み、花

代として１組500円必要　◎おはなし会 ■日

時 12月８日(木) 午前10時30分～11時、■

定員と申し込み 定員なし、申し込み不要　◎

栄養相談 ■日時 12月９日(金) 午前10時～

11時、■内容 離乳食など子どもの栄養相談、

■申し込み 参加希望する人は前日までに電話

で申し込み　◎クッキングをしよう ■日時

12月13日(火) 午前10時～11時、■定員と申

し込み 定員15人、参加希望する人は電話で

申し込み　◎赤ちゃんあつまれ～ ■日時

12月16日(金) 午前10時～11時、■対象と定

員 １歳半までの子どもと保護者、10人、■

内容 玩具作り、■申し込み 参加希望する人

は前日までに電話で申し込み　◎マリンバの演

奏会 ■日時 12月20日(火) 午前10時～11

時、■定員と申し込み 定員20人、参加希望

する人は電話で申し込み

※場所はいずれもいちごクラブです。詳しくは、

いちごクラブ（1080・4155・0291＝平日の

午前８時30分～午後５時、\ http ://www.

t oyo t su j i dou . com）へお問い合わせくださ

い。

【いちごクラブ概要】■行事等の対象者＝未就

園の子どもとその保護者の皆さん、■所在＝認

可保育所・明和ゆたか保育園（大字斎宮3535

ー1）２階、■開所日時＝土・日曜日と祝日・

年末年始を除く平日の午前９時～正午・午後１

時～３時

【年末年始の役場業務案内】

12月29日(木)から平成24年１月３日(火)まで、年末年始

のため役場の業務をお休みさせていただきます。ただし、

この期間中も出生届・死亡届・婚姻届など戸籍関係の届

け出は、通常どおり役場窓口で受け付けます。また、火

葬・埋葬の申請は、１月１日(元日)を除き役場窓口で受け

付けます。

※詳しくは、総務課（152・7111）へお問い合わせくだ
さい。

町
長
日
曜
座
談
会

12
月
11
日
・
１
月
22
日

明
和
町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
町
長
の
直
接
対
話
や
情
報

交
換
を
通
し
て
、
そ
の
声
を
積
極
的
に
町
政
に
取
り
入
れ
て
い

く
た
め
、
毎
月
１
回
「
町
長
日
曜
座
談
会
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
12
月
と
平
成
24
年
１
月
の
日
程
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
日
時
＝
①
12
月
11
日(

日)

午
後
１
時
〜
４
時
…
申
込
期
限
＝

12
月
５
日(

月)

、
②
平
成
24
年
１
月
22
日(

日)

午
前
９
時
〜
正

午
…
申
込
期
限
＝
１
月
16
日(

月)

■
場
所
＝
役
場
庁
舎
２
階

町
長
室
　
■
対
象
＝
町
内
に
在
住
す
る
人
、
ま
た
は
町
内
に
在

住
・
在
勤
す
る
人
で
構
成
す
る
各
種
団
体
・
グ
ル
ー
プ
な
ど

■
申
し
込
み
＝
所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
（
希
望
テ
ー
マ
な

ど
）
を
記
入
の
う
え
、
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
土
曜

日
と
祝
日
を
除
く
。
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分
）

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
先
着
順

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
詳
し
く

は
、
総
務
課
（
1
52
・
７
１
１
１
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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人権センター＝1 ・I 5 5 - 3 0 5 2

教育課＝1 52 - 7 1 2 3、I 52 - 7 1 3 3

ひと・まち・
ふれあい企画

人権センター

楽
し
い
手
作
り
教
室
の
参
加
者
を
募
集

【
皆
さ
ん

お
気
軽
に
ご
参
加
を
】

人
権
セ
ン
タ
ー
で
は
、
楽
し
い

手
作
り
教
室
の
参
加
者
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
を

つ
く
ろ
う
！

ホ
ー
ル
の
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ

を
作
り
ま
す
。

■
日
時

12
月
19
日
6

午
前
の

部
＝
午
前
９
時
30
分
〜
正
午
、
午

後
の
部
＝
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

■
定
員

午
前
・
午
後
の
部
と
も

に
12
人
（
先
着
順
）

※
午
前
・
午
後
の
部
の
申
込
人
数

が
12
人
に
満
た
な
い
場
合
は
、
午

前
の
部
の
み
の
開
催
と
し
ま
す
。

■
講
師

瀧
川
陽
子
さ
ん

■
参
加
費

２
０
０
０
円

■
持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

ふ
き
ん

■
申
込
期
間

12
月
12
日
6
〜
16

日
:ア

ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
入
門
！

ア
ロ
マ
テ
ラ

ピ
ー
で
生
活
に

自
然
の
香
り
を

取
り
入
れ
て
、

ス
ト
レ
ス
を
軽

減
し
た
り
心
身
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ

せ
て
み
ま
せ
ん
か
。
今
回
は
、
重

曹
と
ク
エ
ン
酸
な
ど
を
混
ぜ
て
入

浴
剤
「
バ
ブ
ル
バ
ス
ボ
ー
ル
」
を

作
り
ま
す
。

※
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
と
は
、
花
や

木
な
ど
植
物
に
由
来
す
る
芳
香
成

分
（
精
油
）
を
用
い
て
、
心
身
の

健
康
や
美
容
を
増
進
す
る
技
術
の

こ
と
で
、
身
近
な
も
の
と
し
て
お

香
や
香
水
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

■
日
時

平
成
24
年
１
月
10
日
7

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

■
定
員

20
人
（
先
着
順
）

■
講
師

ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
　
中
井
ア
カ
ネ
さ
んK

くらし
広報めいわ 12月号

平成23年
(2011年)

【
心
の
か
よ
っ
た
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り

12
月
10
日
は
人
権
デ
ー
】

毎
年
12
月
10
日
は
「
人
権
デ
ー
」
で
す
。
国
際
連
合
（
国
連
）
は
、
１
９
４
８
年
（
昭
和
23
年
）

12
月
10
日
に
「
世
界
人
権
宣
言
」
を
採
択
し
、
こ
れ
を
記
念
し
て
12
月
10
日
を
人
権
デ
ー
と
定
め

ま
し
た
。

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、
世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
翌
年
の
１
９
４
９

年
（
昭
和
24
年
）
か
ら
人
権
デ
ー
を
最
終
日
と
す
る
１
週
間
を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
、
人
権
尊

重
思
想
の
普
及
高
揚
を
図
る
た
め
、
各
種
啓
発
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
三
重
県
で
は
１
９
９
０
年
（
平
成
２
年
）
３
月
の
県
議
会
で
「
人
権
県
宣
言
」
が
決
議

さ
れ
、
こ
れ
を
契
機
に
「
差
別
を
な
く
す
強
調

月
間
（
毎
年
11
月
11
日
〜
12
月
10
日
）
」
が
設

け
ら
れ
ま
し
た
。

明
和
町
で
は
１
９
９
２
年
（
平
成
４
年
）
３

月
に
「
『
人
権
尊
重
の
町
』
宣
言
」
を
行
い
ま

し
た
。
宣
言
文
は
下
記
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

人
権
週
間
・
差
別
を
な
く
す
強
調
月
間
の
期

間
中
、
明
和
町
で
は
12
月
２
日(

金)

の
早
朝
に

㈱
近
畿
日
本
鉄
道
の
明
星
駅
と
斎
宮
駅
で
、
ま

た
同
日
夕
刻
に
は
イ
オ
ン
明
和
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
で
街
頭
人
権
啓
発
を
行
い
ま
す
。

「
人
権
」
は
だ
れ
も
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
し

て
持
っ
て
い
る
権
利
で
、
人
間
が
人
間
ら
し
く

生
き
て
い
く
た
め
の
、
だ
れ
か
ら
も
侵
さ
れ
る

こ
と
の
な
い
基
本
的
権
利
で
す
。
だ
れ
も
が
、

平
等
で
明
る
く
幸
せ
に
生
活
で
き
る
社
会
を
築

く
た
め
に
、
お
互
い
の
「
人
権
」
を
尊
重
し
、

自
分
の
権
利
と
同
じ
よ
う
に
他
人
の
権
利
も
認

め
合
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

※
人
権
啓
発
の
推
進
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
人

権
セ
ン
タ
ー
（
1
55
・
３
０
５
２
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「 人 権 尊 重 の 町 」宣 言
「人権尊重の町」を次のとおり宣言する。
すべての国民は、日本国憲法のもとに基本的人権が保障されている。
しかしながら、われわれの周りには部落差別をはじめさまざまな人
権侵害の事象が後を絶たないのが現状である。
すべての人が幸せに生きるためには、お互いの人権を尊重しあうこ
とが必要不可欠であり、その実現のために努力をしていかなければ
ならない。
よって、わが明和町は、すべての町民の人権が尊重され“明るく住
みよいめいわ”を実現するために、ここに「人権尊重の町」を宣言
する。

1992年（平成４年）３月　明和町
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ご利用ください　町民バス　１乗車100円（小学生以上） 
※詳しくは、政策課（152・7112）へお問い合わせください。 

■
参
加
費

１
０
０
０
円

■
申
込
期
間

12
月
20
日
7
〜
22

日
9

◇
　
　
　
　
　
◇

※
各
教
室
の
開
催
場
所
は
人
権
セ

ン
タ
ー
で
、
参
加
対
象
者
は
町
内

に
在
住
す
る
20
歳
以
上
の
人
で

す
。
参
加
申
し
込
み
は
、
各
教
室

の
申
込
期
間
中
、
各
日
と
も
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
に
直
接
、
電
話

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
人
権
セ
ン
タ

ー
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
１

人
の
申
し
込
み
に
つ
き
１
人
分
の

参
加
を
受
け
付
け
ま
す
。
詳
し
く

は
、
人
権
セ
ン
タ
ー
（
H
55
・
３

０
５
２
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

K

くらし
広報めいわ 12月号

平成23年
(2011年)

12
月
15
日
に
特
設
人
権
相
談

人
権
セ
ン
タ
ー
で
は
、
特
設
人

権
相
談
所
を
次
の
と
お
り
開
設
し

ま
す
。

【ほっと心あたたまる】

12月16日に 映画「学校2」
上 映 会 を 開 催

人権センターでは、映画上映会を

次のとおり開催します。忙しい毎日

の中ちょっと立ち止まって、人権セ

ンターの映画上映会で「心あたたま

る」時間を過ごしてみませんか。皆

さん、どうぞお気軽にお立ち寄りく

ださい。

■日時 12月16日(金) 午後１時30

分～３時30分

■場所 人権センター

■内容 映画「学校2」の上映

※詳しくは、人権センター（155・

3052）へお問い合わせください。

人
権
に
関
す
る
悩
み
ご
と
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
、
ど
う
ぞ
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無

料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

■
日
時

12
月
15
日
9

午
前
９

時
30
分
〜
午
後
４
時

■
場
所

人
権
セ
ン
タ
ー

■
相
談
員

人
権
擁
護
委
員

※
詳
し
く
は
、
人
権
セ
ン
タ
ー

（
1
55
・
３
０
５
２
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

普
通
救
命
講
習
会
の

受
講
者
募
集

【
松
阪
地
区
広
域
消
防
組
合
】

松
阪
地
区
広
域
消
防
組
合
で

は
、
家
族
や
同
僚
な
ど
が
倒
れ
た

と
き
、
あ
な
た
に
で
き
る
応
急
手

当
の
講
習
会
（
普
通
救
命
講
習
会
）

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

12
月
18
日
5

午
前
９

時
〜
正
午

■
場
所

松
阪
市
曽
原
町
８
７
２

松
阪
市
三
雲
地
域
振
興
局
２
階
大

会
議
室

■
講
習
内
容

①
応
急
手
当
の
重

要
性
、
②
救
命
に
必
要
な
応
急
手

当
、
心
肺
蘇
生
法
（
成
人
に
対
す

る
方
法
）、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法

■
受
講
料

無
料

■
募
集
人
員

30
人

■
募
集
期
間

12
月
５
日
6
〜
14

日
8
（
定
員
に
な
り
次
第
募
集
を

締
め
切
り
ま
す
）

■
申
込
方
法

消
防
本
部
ま
た
は

最
寄
の
消
防
署
・
分
署
で
受
講
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
提

出
。
ま
た
、
松
阪
地
区
広
域
消
防

組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
\

h
ttp
://w

w
w
.m
ie
-m
a
ts
u

s
a
k
a
1
1
9
.jp
/

）
か
ら
も
申
し

込
み
が
で
き
ま
す
。

※
受
講
修
了
者
に
は
、
普
通
救
命

講
習
修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

※
そ
の
ほ
か
、
詳
し
く
は
松
阪
地

区
広
域
消
防
組
合
　
松
阪
中
消
防

署
三
雲
分
署
（
1
０
５
９
８
・

56
・
２
５
３
６
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

交
通
安
全
教
育
指
導
員
「
と
ま
と
ー
ず
」
を
募
集

【
松
阪
多
気
地
区
交
通
安
全
対
策
会
議
】

松
阪
多
気
地
区
交
通
安
全
対
策
会
議
（
松
阪
市
・
多
気
町
・
明
和
町
、

松
阪
地
区
交
通
安
全
協
会
で
構
成
）
で
は
、
交
通
安
全
教
育
指
導
員
「
と

ま
と
ー
ず
」
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。
と
ま
と
ー
ず
は
、
地
域
の
子

ど
も
た
ち
や
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
、
交
通
安

全
教
育
や
広
報
、
各
種
行
事
へ
の
参
加
な
ど
の
活
動
を
行
い
ま
す
。

■
対
象

普
通
運
転
免
許
と
自
家
用
車
両
を
所
有
し
、
松
阪
市
・
多
気

町
・
明
和
町
に
通
勤
が
可
能
な
18
歳
以
上
の
人
（
そ
の
ほ
か
に
も
詳
細
要

件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

■
募
集
人
員

若
干
名
（
選
考
の
う
え
決
定
し
ま
す
）

■
募
集
期
間

12
月
１
日(

木)

〜
28
日(

水)

（
必
着
）

■
応
募
方
法

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
運
転
免
許

証
の
写
し
と
返
信
用
封
筒
１
通
（
80
円
切
手
貼
付
、
送
付
先
記
入
）
を
添

え
て
直
接
ま
た
は
郵
送
（
書
留
ま
た
は
簡
易
書
留
）
で
提
出

■
応
募
先

①
明
和
町
危
機
管
理
室
（
〒
５
１
５
│
０
３
３
２
　
明
和
町

大
字
馬
之
上
９
４
５
、
1
52
・
７
１
１
０
）
、
②
松
阪
市
安
全
防
災
課

（
〒
５
１
５
│
８
５
１
５
　
松
阪
市
殿
町
１
３
４
０
│
１
、
1
０
５
９

８
・
53
・
４
０
６
２
）

※
交
通
安
全
教
育
指
導
員
に
は
、
活
動
に
応
じ
て
規
定
の
報
酬
が
支
払
わ

れ
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
詳
し
く
は
明
和
町
危
機
管
理
室
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【12月11日～20日は 年末の交通安全県民運動】
12月11日(日)～20日(火)は「年末の交通安全県民運動」期間です。

年末の慌ただしい時期になりました。自動車を運転する人は「急がず・慌てず・

周囲をよく確認し・スピードを控えめ」に安全運転をお願いします。また、シート

ベルトの着用も忘れずにお願いします。

歩行者や自転車の人は、夜光反射材の着用や明るい色の服装で外出し、特に道路

横断時は左右の安全確認を十分に行うなど、交通事故に遭わないよう注意しましょ

う。また、自転車は早めにライトを点灯しましょう。
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明
和
町
体
育
協
会
で
は
、
長
野

県
の
爺
ヶ
岳
ス
キ
ー
場
で
開
催
す

る
ス
キ
ー
教
室
の
参
加
者
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

■
日
時
　
平
成
24
年
１
月
21
日
;

午
前
５
時
15
分
・
明
和
町
総
合
体

育
館
集
合
〜
１
月
22
日
5

午
後

８
時
帰
着
予
定
、
１
泊
２
日
　

■
場
所

長
野
県
大
町
市
　
爺
ヶ

岳
ス
キ
ー
場

■
対
象
者

町
内
の
小
学
生
児
童

■
募
集
人
数

35
人
（
定
員
を
超

え
た
場
合
は
抽
選
で
決
定
）

■
参
加
費

２
万
円
（
貸
し
ス
キ

ー
等
を
使
用
す
る
場
合
は
別
途
費

用
が
必
要
。
参
加
費
等
は
参
加
決

定
後
に
徴
収
）

■
保
険
料

８
１
０
円
（
振
込
手

数
料
を
含
む
）

■
申
込
期
間
・
時
間

12
月
12
日

6
〜
20
日
7
、
各
日
と
も
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
８
時

■
申
込
方
法

単
独
ま
た
は
４
人

以
内
を
１
組

と
し
、
募
集

要
項
裏
面
の

申
込
用
紙
で

町
総
合
体
育

館
へ
直
接
、

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は

郵
送
（
必
着
）
で

申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
詳
し
く
は
、

11
月
下
旬
に
各
小
学
校
を
通
じ
て

配
布
し
た
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
明
和
町
体
育
協
会

（
明
和
町
総
合
体
育
館
内
、
1

52
・
７
１
３
０
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

１月８日(日)に 成人式を開催
明和町教育委員会では、新成人の皆さんをお祝いす

る「成人式」を次のとおり開催します。

■日時 平成24年１月８日(日) 受け付け＝午前９時

15分～、式典＝午前10時～

■場所 明和町中央公民館　大集会場

■対象 新成人（平成３年４月２日～平成４年４月１

日生まれの人）

成人式の案内状は届いていますか？
教育委員会では、このほど新成人の皆さんを対象に

「成人式の案内状」を送付しました。新成人対象者で

「いまだに案内状が届いていない」または「現在は仕

事や学校等の都合で町外へ転出しているが、明和町の

成人式に出席したい」という人は、教育委員会教育課

（152・7124）へご連絡をお願いします。

※そのほか、詳しくは同課へお問い合わせください。

前
回
の
成
人
式
の
様
子

お知らせ
広報めいわ　　 12月号

平成23年
(2011年)

※ＰＨ（水素イオン濃度＝水の酸性、アルカリ性の程度を示し、７前後

が標準河川水）、ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量＝水中の有機物が微生

物の働きによって分解されるときに消費される酸素量で、河川の汚濁

を測る代表的な指標）、ＳＳ（浮遊物質量＝水中に浮遊している微細な

固型物の量）、ＤＯ（溶存酸素＝水中に溶解している酸素量で、汚濁が

著しい河川では通常低い値を示し、魚類が生存できなくなる） 

三
河
川
の
水
質 

ＢＯＤ 

7.9

8.4

8.0

4.3

3.1

4.0

7.5

7.7

6.8

採水日（平成23年10月12日） 

祓　川（下御糸橋） 0.5未満 

0.5

0.5

笹笛川（八木戸橋） 

大堀川（大堀川橋） 

河川名 
ＰＨ ＳＳ ＤＯ 

項　　　目 

参考：B類型（笹笛川） 
の環境基準値 

6.5以上 

8.5以下 
3.0以下 25.0以下 5.0以上 

 

1（  　1） 

0（　  0） 

0（　  0） 

0（  　0） 2（　  2） 

28（  　7） 4（　  2） 

21（  　0） 

■町内の治安情勢（平成23年９月１日～30日、概数） 

手　　口 件数（前月比） 手　　口 件数（前月比） 

空き巣狙い 

忍び込み 

ひったくり 

車上狙い 

強制わいせつ 

路上強盗 

そのほか 

合　　計 

平成23年９月 
(概       数)

前 年 比 

交通事故総件数 

人身事故件数 

負傷者数 

死 者 数 

物損事故件数 

64件 

9件 

11人 

0人 

55件 

478件 

75件 

87人 

1人 

403件 

ー22件 

ー29件 

ー51人 

ー1人 

7件 

■町内の交通事故発生状況（平成23年10月13日現在） 

平成23年１月 
からの累計 

■最大震度別地震回数（平成23年10月１日～31日） 

震　度 

全　国 

明和町 

１ ２ ３ ４ ５弱 ５強 ６弱 ６強 ７ 合計 

※役場に設置の計測震度計による。 

 ※ 

303 101 32 3 0 1 0 0 0 440

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

K

平
成
24
年
度
第
１
学
期

放
送
大
学
学
生
の
募
集

放
送
大
学
は
、
自
宅
で
学
べ
る

通
信
制
の
大
学
で
す
。

放
送
大
学
で
は
、
平
成
24
年
度

第
１
学
期
（
平
成
24
年
４
月
入
学
）

の
教
養
学
部
学
生
と
大
学
院
修
士

選
科
生
・
修
士
科
目
生
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

■
学
生
の
種
類

①
全
科
履
修

生
＝
大
学
卒
業
を
目
的
に
学
ぶ
、

②
選
科
履
修
生
＝
１
年
間
在
学

し
、
興
味
の
あ
る
科
目
を
学
ぶ
、

③
科
目
履
修
生
＝
半
年
間
在
学

し
、
興
味
の
あ
る
科
目
を
学
ぶ

■
入
学
資
格
等

15
歳
以
上
の

人
。
た
だ
し
、
大
学
卒
業
を
目
的

ス
キ
ー
教
室
の

参
加
者
を
募
集

【
町
内
小
学
生
児
童
対
象
】

１月21・22日
長 野 県
爺 ヶ 岳
スキー場

明 和 町
体育協会
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ご利用ください　町民バス　１乗車100円（小学生以上） 
※詳しくは、政策課（152・7112）へお問い合わせください。 

【
12
月
の
町
税
・
保
険
料
納
期
】

12
月
の
町
税
・
保
険
料
納
付
は
次
の
と
お
り
で
す
（
年
金
天
引
き
を
除

く
）。

■
固
定
資
産
税
＝
第
３
期
分
、
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
＝
各
第

９
期
分
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
＝
第
６
期
分

■
納
期
限
＝
12
月
26
日(

月)

※
口
座
振
替
の
場
合
も
12
月
26
日(

月)

に
振
替
し
ま
す
。

【
夜
間
・
日
曜
納
税
窓
口
】

◎
平
日
夜
間
納
付
・
相
談
窓
口

■
日
時

12
月
12
日(

月)

、
12
月
26
日(

月)

、
各
日
と
も
午
後
５
時
15
分

〜
８
時
30
分
　
■
場
所
と
内
容

収
税
対
策
室
、
町
税
・
保
険
料
の
納

付
・
相
談

◎
日
曜
納
税
窓
口

■
日
時

12
月
４
日
・
11
日
・
18
日
・
25
日
（
各
日
曜
日
）、
各
日
と
も

午
前
８
時
30
分
〜
正
午
・
午
後
１
時
〜
５
時
15
分
　
■
場
所
と
内
容

会

計
課
、
町
税
・
保
険
料
の
納
付

※
町
税
・
保
険
料
納
付
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
収
税
対
策
室
（
1
52
・
７

１
４
３
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第3 0回斎王まつり (平成 2 4年６月 )
斎 王 役 ほ か 出 演 者 を 募 集 し ま す

【斎王まつり実行委員会】
斎王まつり実行委員会では、第30回斎王

まつりの出演者を次のとおり募集します。

■まつりの期日と場所 平成24年６月２日

(土)・３日(日)、斎宮歴史博物館・上園芝

生ひろば

■募集役柄の応募要件・人数 ①斎王役ほ

か＝18歳以上の未婚の女性・20人、②近衛使役ほか＝18歳以上の

男性と女性・20人、③舞人役＝中学生以上の男性と女性・15人、

④子ども斎王役ほか＝小学校３～６年生の男子と女子・50人

※各役柄の年齢・学年等要件は、平成24年度時点によるものです。

なお、住所要件はありません。そのほか、募集役柄の詳細について

は、斎王まつり実行委員会ホームページ（\h t t p : / / s a i o h . j p）を

ご覧ください。

■応募方法 所定の応募用紙（斎王まつり実行委員会ホームページ

からダウンロードできます）に必要事項を記入して、直接または

郵送で斎王まつり実行委員会（〒515ー0321、明和町大字斎宮

2811、水・土・日曜日と祝日・年末年始を除く午前９時～午後４

時）へ提出

■募集期間 12月１日(木)～平成24年２月10日(金)

※郵送の場合は締切当日消印有効

■個人情報の取り扱い 応募用紙記載の個人情報・写真は、必要に

応じて事業運営、各種連絡、情報提供に利用することがあります。

※詳しくは、斎王まつり実行委員会（152・0054）へお問い合わせ

ください。

お知らせ
広報めいわ　　 12月号

平成23年
(2011年)

伊
勢
志
摩
第
九
コ
ン
サ
ー
ト

開
催
の
お
知
ら
せ

伊
勢
志
摩
第
九
実
行
委
員
会
で

は
「
伊
勢
志
摩
第
九
コ
ン
サ
ー
ト
」

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

12
月
25
日
5

開
場
＝

午
後
１
時
30
分
、
開
演
＝
午
後
２

時■
場
所

伊
勢
市
観
光
文
化
会
館

■
内
容

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲

K

と
す
る
全
科
履
修
生
は
18
歳
以
上

で
、
高
等
学
校
卒
業
ま
た
は
こ
れ

と
同
等
以
上
の
人
。
入
学
試
験
は

あ
り
ま
せ
ん
。

■
学
習
方
法

自
宅
の
テ
レ
ビ

（
B
S
デ
ジ
タ
ル
放
送
ま
た
は
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送
）
で
放
送
授

業
を
視
聴
、
ま
た
は
放
送
大
学
三

重
学
習
セ
ン
タ
ー
（
三
重
県
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
内
）
の
D
V
D
等

を
利
用
し
て
学
習
し
ま
す
。

■
応
募
期
間

平
成
24
年
２
月
29

日
8
ま
で

「
交
響
曲
第
九
番
」
全
曲
ほ
か

（
明
和
町
教
育
委
員
会
後
援
）

■
入
場
料
　
前
売
り
券
＝
１
６
０

０
円
、
当
日
券
＝
１
８
０
０
円

（
全
席
自
由
席
、
う
ち
１
０
０
円

は
東
日
本
大
震
災
義
援
金
）

■
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
先

伊
勢
市
観

光
文
化
会
館
（
1
０
５
９
６
・

28
・
５
１
０
５
）
ほ
か

※
詳
し
く
は
、
伊
勢
志
摩
第
九
実

行
委
員
会
の
冨
田
陽
二
実
行
委
員

長
（
1
０
５
９
６
・
24
・
６
１
４

５
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

多
重
債
務
問
題
と

成
年
後
見
無
料
相
談
会

【
三
重
県
司
法
書
士
会
松
阪
支
部
】

三
重
県
司
法
書
士
会
松
阪
支
部

で
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
等
の
多
重
債

務
問
題
や
成
年
後
見
に
つ
い
て
、

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

12
月
15
日
9

午
後
６

時
〜
８
時
（
午
後
７
時
30
分
ま
で

に
来
場
く
だ
さ
い
）

■
場
所

松
阪
市
日
野
町
７
８
８

カ
リ
ヨ
ン
プ
ラ
ザ
３
階
　
松
阪
市

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

※
詳
し
く
は
、
三
重
県
司
法
書
士

会
松
阪
支
部
連
絡
事
務
局
・
鈴
木

久
志
司
法
書
士
（
1
０
５
９
８
・

23
・
４
６
３
８
）
、
ま
た
は
竹
田

豊
司
法
書
士
（
1
０
５
９
８
・

20
・
０
３
３
８
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
放
送
大
学
三
重
学

習
セ
ン
タ
ー
（
1
０
５
９
・
２
３

３
・
１
１
７
０
、
I
０
５
９
・
２

３
３
・
１
１
７
９
、
\h

ttp
://

w
w
w
.o
u
j.a
c
.jp
)

へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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乳
幼
児
の
健
診
な
ど

場
所
は

い
ず
れ
も

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
す

【
２
歳
半
の
き
ょ
う
し
つ
】

■
日
・
対
象
児

①
12
月
８
日

9
＝
平
成
21
年
５
月
生
ま
れ
、
②

平
成
24
年
１
月
17
日
7
＝
平
成
21

年
６
月
生
ま
れ

■
受
付
時
間

各
日
と
も
午
前
９

時
30
分
ま
で

■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
発

達
調
査
票

【
１
歳
半
健
診
】

■
日
・
対
象
児

①
12
月
９
日

:
＝
平
成
22
年
５
月
生
ま
れ
、
②

平
成
24
年
１
月
13
日
:
＝
平
成
22

年
６
月
生
ま
れ

■
受
付
時
間

各
日
と
も
午
後
１

時
10
分
〜
１
時
30
分

■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
健

康
診
査
票

【
３
歳
児
健
診
】

■
日
・
対
象
児

①
12
月
16
日

:
＝
平
成
20
年
５
月
生
ま
れ
、
②

平
成
24
年
１
月
20
日
:
＝
平
成
20

年
６
月
生
ま
れ

■
受
付
時
間

各
日
と
も
午
後
１

時
10
分
〜
１
時
30
分

■
持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
健

康
診
査
票
、
検
尿

【
育
児
相
談
】

■
日
・
対
象
児

12
月
14
日
8

、

乳
幼
児
で
月
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

■
受
付
時
間

①
午
前
９
時
30
分

〜
10
時
30
分
、
②
午
後
１
時
30
分

〜
２
時
30
分

■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳

■
申
し
込
み

開
催
日
の
前
日
ま

で
に
福
祉
子
育
て
課
へ
申
し
込
み

◇
　
　
　
　
　
◇

※
場
所
は
、
い
ず
れ
も
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
す
。
そ
の
ほ
か
、
詳

し
く
は
福
祉
子
育
て
課
（
1
52
・

７
１
１
５
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

１月１日に大淀海岸で
「初日の出を迎える会」
明和町観光

協会では、新

春の恒例行事

「初日の出を迎

える会」を次

のとおり開催

します。皆さん、ぜひご参加ください。

■日時 平成24年１月１日(元日、日) 午前６

時～、雨天の場合は中止します。

■場所 大淀海岸（大淀ふれあいキャンプ場前）

■内容 迎春の飾りの中、太鼓の演奏とともに

「初日の出」を迎えていただきます。そのほか

「豚汁の振る舞い」を予定

※詳しくは、明和町観光協会（152・0055）へ

お問い合わせください。

10月中の
主な増減

総人口：23,215人 出生：16人

男：11,173人 死亡：20人

女：12,042人 転入：28人

世帯数：8,090世帯 転出：52人

11月の人口

人 の う ご き

料
理
教
室
の
参
加
者
募
集

食
生
活
改
善
推
進
連
絡
協
議
会

明
和
町
食
生
活
推
進
連
絡
協
議

会
（
斎
宮
地
区
）
で
は
、
料
理
教

室
の
参
加
者
を
次
の
と
お
り
募
集

し
て
い
ま
す
。

■
日
時
　
12
月
９
日
:

午
前
９

時
30
分
〜
正
午

■
場
所

い
つ
き
会
館
（
斎
宮
地

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
）

■
対
象

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤

で
、
料
理
に
興
味
が
あ
る
人

■
テ
ー
マ

お
手
軽
お
も
て
な
し

料
理

■
参
加
費
と
持
ち
物

５
０
０
円

程
度
、
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
等

■
申
込
期
限

12
月
５
日
6

■
参
加
申
込
先
　
①
奥
山
要
子
さ

ん
（
H
52
・
５
９
７
４
）
、
②
保

本
豊
子
さ
ん
（
H
52
・
５
２
８
９
）

◇
　
　
　
　
　
◇

※
詳
し
く
は
、
前
記
申
込
先
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

明
和
町
体
育
協
会
で
は
、
第
54

回
明
和
町
駅
伝
大
会
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

駅
伝
大
会
で
は
、
総
合
体
育
館

前
の
道
路
を
ス
タ
ー
ト
し
、
町
内

６
区
間
、
約
19
・
３
キ
ロ
の
コ
ー

ス
で
町
内
外
の
選
手
た
ち
が
健
脚

を
競
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
沿
道
で
は
交
通
安
全

に
十
分
ご
注
意
の
う
え
、
力
走
す

る
選
手
へ
の
ご
声
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

■
期
日

12
月
11
日
5
（
小
雨
決

行
）

■
コ
ー
ス
と
通
過
予
想
時
刻

ス

タ
ー
ト
＝
総
合
体
育
館
前

道
路
・
午
前
10
時
、
第
１

中
継
所
＝
明
和
町
観
光
協

会
入
口
・
10
時
13
分
、
第

２
中
継
所
＝
担
い
手
セ
ン

タ
ー
入
口
・
10
時
23
分
、

第
３
中
継
所
＝
大
淀
小
学

校
正
門
前
・
10
時
38
分
、

第
４
中
継
所
＝
み
い
と
会

館
（
下
御
糸
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
）

前
・
10
時
51
分
、
第
５
中
継
所
＝

上
御
糸
小
学
校
正
門
前
・
11
時
01

分
、
ゴ
ー
ル
＝
総
合
体
育
館
モ
ニ

ュ
メ
ン
ト
前
・
11
時
06
分
　

【
10
時
に
総
合
体
育
館
前
道
路
を
ス
タ
ー
ト
】

12
月
11
日
に

第
54
回
町
駅
伝
大
会

お知らせ
広報めいわ　　 12月号

平成23年
(2011年)

※
詳
し
く
は
、
明
和
町
体
育
協
会

（
明
和
町
総
合
体
育
館
内
、
1

52
・
７
１
３
０
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

前回の駅伝大会のスタートの様子
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ご利用ください　町民バス　１乗車100円（小学生以上） 
※詳しくは、政策課（152・7112）へお問い合わせください。 

～ い つ き の み や 迎 春 企 画 ～
いつきのみや歴史体験館の迎春企画・各種体験講座に

参加して、良い新年を迎える準備をしてみませんか。

【第１弾】屠蘇(とそ)づくり…要参加予約
約19種類の生薬を用いた平安

時代の屠蘇（とそ）を作ります。

■日時　12月10日(土) 午後１時

～３時

■参加費と定員 700円、30名

（先着順）

【第２弾】藁(わら)細工づくり…要参加予約
南伊勢地方の藁(わら)細工の正

月飾り・注連縄（しめなわ）を作

ります。

■日時　12月17日(土) 午後１時

～３時

■参加費と定員 1,000円、20名

（先着順）

【第３弾】鏡餅づくり…要参加予約
復元した古代の臼（うす）と堅杵（たてぎね）を使っ

て、鏡餅を作ります。

■日時　12月25日(日) 午後１時～３時

■参加費と定員 700円、30名（先着順）

※年末年始12月29日(木)～平成24年１月３日(火)は休館

します。年始は平成24年１月４日(水)から開館します。

各催しの参加申し込み等、詳しくはいつきのみや歴史体

験館（152・3890）へお問い合わせください。

いつきのみや歴史体験館からお知らせ
●読み聞かせ
ふるさと会館では、子どもた

ちを対象とした「読み聞かせ」

を次のとおり行います。

【てんとうむしの読み聞かせ】

■日時と場所 12月10日(土)

午後２時～、１階児童室

【おはなし小槌(こづち)の読み聞かせ】

■日時と場所 12月18日(日) 午後２時～、１階児童室

■内容 絵本「クリスマス オールスター」「きみのかわ

りは どこにもいない」、紙芝居「びんぼうがみとふく

のかみ」

【ふるさと会館スタッフの読み聞かせ】

■日時と場所 12月22日(木) 午後２時～、１階児童室

■内容 クリスマスお話し会

●ワークショップ「押し花づくりを楽しもう」
■日時 12月17日(土) 午前10時～正午

■場所 ２階多目的室

■講師 瀬田とよ子さん　　

■対象 全年齢（小さいお子さんは保護者同伴）

■募集人数 15人程度

■参加費 未定

■参加受付期間 12月６日(火)～15日(木)

●クリスマスコンサート
■日時 12月17日(土) 午後７時30分～８時30分

■場所 １階図書館

■演奏 ウエルフェアー アンサンブル

●としょかん市(不要図書・雑誌の自由お持ち帰
り)開催しています

■期間と時間、場所 12月11日(日)まで、平日＝午前10

時～午後７時、土・日曜日＝午前10時～午後５時30分、

ふるさと会館２階フロアー、多目的室

●多目的室をご利用のお知らせ
ふるさと会館２階の改修工事が終わりました。現在、

館内の展示物の変更作業と備品の配置作業を行っており

ますので、ご利用は12月６日(火)からとなります。ご利

用の際はマナー等を守っていただき、皆さんが気持ちよ

く利用できるようにご協力をお願いします。学習やパソ

コンを利用される場合は多目的室をご利用ください。

●12月と年末年始の休館日 ５日(月)、11日(日)…施

設工事に伴う臨時休館、12日(月)、19日(月)、26日(月)、

27日(火)…月末館内整理日、

28日(水)～平成24年１月４日

(水)…年末年始休館

※詳しくは、ふるさと会館

（152・7131）へお問い合わ

せください。

ふ る さ と 会 館 か ら お 知 ら せ

■日時と内容 ①12月５日(月) 午前９時30分～正午＝行

政相談・心配ごと相談、②12月19日(月) 午後１時30分

～４時＝心配ごと相談、③平成24年１月４日(水) 午前

９時30分～正午＝行政相談・心配ごと相談、④平成24年

１月16日(月) 午後１時30分～４時＝心配ごと相談

■場所 明和町保健福祉センター

※詳しくは、明和町社会福祉協議会（152・7056）へお

問い合わせください。

12月と１月の行政相談・心配ごと相談

明和町では、消費生活相談員による消費生活相談（消

費生活に関する苦情やトラブル等）の窓口を次のとおり

開設します。皆さん、お気軽にご利用ください。

■日時 ①12月13日(火)、②平成24年１月10日(火) 時

間は、各日とも午前10時～正午・午後１時～３時

■場所 明和町保健福祉センター

※詳しくは、産業課企業誘致商工観光係（152・7138）

へお問い合わせください。

12月と１月の「消費生活相談」窓口の開設

屠蘇(とそ)作りの様子

お知らせ
広報めいわ　　 12月号

平成23年
(2011年)

注連縄(しめなわ)
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【明和町ホームページ】
\h t t p : / /www . t own .m e iw a . m i e . j p /

【明和町Eメールアドレス】
Ns o umu@ t own .m i e - m e iw a . l g . j p（総務課）

広
報
め
い
わ
No.530  平

成
23年

(2011年
) 12月

号

午前６ 
 
７ 
 
８ 
９ 
 
10 
 
11 
 

午後０ 
 
１ 
 
２ 
３ 
 
４ 
 
５ 
 
６ 
 
７ 
 
８ 
９ 
 
10 
 
11 
深夜 

６：00 明和ニュース 
          天気 
７：00 明和ニュース 
          天気 
８：00 特集 
９：00 明和ニュース 
          天気 
10：00 明和ニュース 
          天気 
11：00 特集 
 
０：00 明和ニュース 
        天気 
１：00 明和ニュース 
        天気 
２：00 特集 
３：00 明和ニュース 
        天気 
４：00 明和ニュース 
        天気 
５：00 特集 
 
６：00 明和ニュース 
        天気 
７：00 明和ニュース 
        天気 
８：00 特集 
９：00 明和ニュース 
        天気 
10：00 明和ニュース 
          天気 
11：00 特集 
０：00 明和ニュース 
０：20～６：00 休止 

【放送時間・番組】 【明和ニュース・特集の内容】 【放送期間】 

12月29日(木) 
 ～平成24年１月４日(水)

12月15日(木) 
        ～21日(水)

12月１日(木) 
   　　～７日(水)

12月８日(木) 
        ～14日(水)

明和ニュース：①「すごいやんかトーク」三重県知事 
来町、②ふるさと会館 としょかん市、ほか 
コラム：明和町各課紹介 「生活環境課」 
特　集：インフルエンザ講演会（再放送） 

12月22日(木) 
        ～28日(水)

明和ニュース：①修正小学校 クリスマスイルミネーショ 
ン点灯式、②ふるさと会館 クリスマスコンサート、ほか 
コラム：明和町各課紹介「人権センター」 
特　集：第４回美(うま)し国三重市町対抗駅伝 総集編（再放送） 

新年あいさつ 
2011年ニュース総集編（８月～12月） 

明和ニュース：①上御糸地区 ふれあい祭り、②下御糸 
小学校創立百周年記念式典・みいとフェスタ、ほか 
コラム：こだわりびと５（明和町商工会制作） 
特　集：町長定例記者会見 

明和ニュース：①第54回明和町駅伝大会、②第４回農 
作物体験、ほか 
コラム：斎宮浪漫(いつきのみやろまん)まつり 
特　集：スポ少ソフトボール 町長杯 

明和町行政チャンネル番組表 12月１日(木)正午～平成24年１月４日(水)
※明和町行政チャンネルは「松阪ケーブルテレビ」網で放送しています。放送内容は、原則として毎週
木曜日の正午（午後０時）に更新します。また、放送内容・時間等を予告なく変更する場合があります
ので、ご了承ください。詳しくは、総務課（152・7111）へお問い合わせください。

発
行
日
：
平
成
2
3
年
1
2
月
１
日

発
　
行
：
三
重
県
明
和
町

〒
515-0332

三
重
県
多
気
郡
明
和
町
大
字
馬
之
上
945番

地
TEL：

0596-52-7111(総
務
課
)
FAX：

0596-52-7133(役
場
庁
舎
２
階
)

（有料広告）

（有料広告）

一流の技術と安心価格！専門技術と知識をもって、

お客様に満足いただくサービスをご提供します。
安心価格でお応えします。わからない点やご質問・ご要望はいつでもどうぞ。お気軽にご相談ください。

ご家庭からマンション、店舗、会社、工場の
浄化槽管理、保守点検は中勢環境メンテナンスへ

比べてください のお値段！ お見積は無料！
例：合併浄化槽10人槽までの場合
(特殊な場合を除きます) 年３回点検で11,500円

浄化槽保守点検


